
秋
あき

の行
ぎょう

事
じ

といえば、「お月
つき

見
み

」です。旧
きゅう

暦
れき

８月
がつ

15日
にち

の十
じゅう

五
ご

夜
や

は「中
ちゅう

秋
しゅう

の名
めい

月
げつ

」

と呼
よ

ばれ、夜
よ

空
ぞら

に浮
う

かぶ月
つき

を眺
なが

めながら、収
しゅう

穫
かく

に感
かん

謝
しゃ

してお祝
いわ

いする風
ふう

習
しゅう

がありま

す。中
ちゅう

秋
しゅう

の名
めい

月
げつ

は、別
べつ

名
めい

で「芋
いも

名
めい

月
げつ

」ともいい、里
さと

いもをお供
そな

えしたり、里
さと

いも料
りょう

理
り

を食
た

べたりする習
しゅう

慣
かん

もあります。また、お月
つき

見
み

に欠
か

かせないのが、お米
こめ

から作
つく

る

月
つき

見
み

団
だん

子
ご

です。地
ち

域
いき

によって異
こと

なり、満
まん

月
げつ

に見
み

立
た

てた丸
まる

い形
かたち

や、里
さと

いもの形
かたち

のもの

など、さまざまです。 

 

 

  

 

 

  ９月
がつ

になっても、まだまだ蒸
む

し暑
あつ

い日
ひ

が続
つづ

きそうです。夏
なつ

の疲
つか

れが出
で

ないよう、食事
しょくじ

と睡眠
すいみん

をしっかり 

とって体
たい

調
ちょう

を整
ととの

え、引
ひ

き続
つづ

き、こまめな水分
すいぶん

補給
ほきゅう

を心
こころ

がけるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都立港特別支援学校 

校 長 岡戸 良雄 

栄養士 大野 有里 

食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

は、食
た

べたものが原
げん

因
いん

で、腹
ふく

痛
つう

や下
げ

痢
り

、嘔
おう

吐
と

、発
はつ

熱
ねつ

などの症
しょう

状
じょう

が出
で

ることで

す。細
さい

菌
きん

やウイルス、寄
き

生
せい

虫
ちゅう

といった微
び

生
せい

物
ぶつ

のほか、自
し

然
ぜん

毒
どく

、化
か

学
がく

物
ぶっ

質
しつ

など、原
げん

因
いん

はさま

ざまで年
ねん

間
かん

を通
とお

して発
はっ

生
せい

しています。食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

の中
なか

には、人
ひと

から人
ひと

へ感
かん

染
せん

するものや、重
じゅう

症
しょう

化
か

して命
いのち

に関
かか

わるものもありますので、日
ひ

ごろから予
よ

防
ぼう

に努
つと

めましょう。 

 

 

現
げん

代
だい

ではあまりなじみのない行
ぎょう

事
じ

ですが、９月
がつ

９
ここの

日
か

は五
ご

節
せっ

句
く

（五
ご

節
せっ

供
く

）の一
ひと

つ「重
ちょう

陽
よう

の節
せっ

句
く

」です。旧
きゅう

暦
れき

の９月
がつ

９
ここの

日
か

は、現
げん

在
ざい

の暦
こよみ

では10月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

ごろに当
あ

たり、ちょう

ど菊
きく

の花
はな

が咲
さ

く時
じ

期
き

であったことから、「菊
きく

の節
せっ

句
く

」とも呼
よ

ばれます。    菊
きく

の強
つよ

い

香
かお

りで邪
じゃ

気
き

（病
びょう

気
き

や災
さい

難
なん

など）を払
はら

い、長
ちょう

寿
じゅ

を祈
いの

る風
ふう

習
しゅう

があります。 

 


